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１．研究の背景と目的

１. １．読書活動における「選書の力」の重要さ

　学生の「読む力」を伸長させるのは国語教育の重要な目的の1つである。その「読む力」を伸長させ
る効果的な方法として読書は欠かせないものであろう。そこで、学生の読書活動を促す方法を探るのは
必要なことである。
　読書活動を促す方法として重視すべきことは「選書の力」を養うことである。吉田（2010）１）はリーディ
ング・ワークショップを説明する中で「読む本の選択」の重要性について下記のように述べている。
　　　　「自分が読みたい本を読む」ことにもすでに触れました。これも、読むことを好きになり、か

つ読む力をつけるためには不可欠なことで、これまでの国語教育に欠落している点です。「読み
たい本を読む」ために欠かせないことは「自分にあった本を選ぶ」ことですが、リーディング・ワー
クショップでは特にこれを重視しています。これこそが、人生を通して読み続ける際に最も大切
な力であることを認識しているからです。（p71）

　確かに、従来の国語教育では「良書の紹介」は様々な機会にするものの、子どもが「自分にあった本」
を選ぶにはどうすれば良いかということについてはほとんど触れてこなかったと思われる。そこで、学
生が自分にあった本を自分で選べるようになる「選書の力」を養うことが、学生の読書活動を促進させ
るための有効な方法になると考える。
　その「選書の力」を養う方法の一つとして近年行われてきているのが「点検読書」である。

１. ２．「点検読書」とは
　「点検読書（Inspectional Reading）」とはM.J.アドラー・C.V.ドーレンの『本を読む本』（1978）２）に紹
介されているものである。この本の中では読書の4つのレベルとして「初級読書」「点検読書」「分析読書」

「シントピカル読書」を挙げており、「点検読書」はその第2レベルに当たる。「点検読書」は「組織的な
拾い読み、または下読み」（p40）とされ、「いま手にしている本をさらに入念に読む必要があるかどう
かを調べること」を目的とした読み方であり、手にしている本の以下の部分を点検するものである（pp.40
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〜 43：傍点は原文のまま）。
　　①　表題や序文を見ること
　　②　本の構造を知るために目次を調べる
　　③　索引を調べる
　　④　カバーに書いてあるうたい文句を読む
　　⑤　その本の議論のか

、

な
、

め
、

と思われるいくつかの章をよく見ること
　　⑥　ところどころ拾い読みしてみる
　この点検読書を読書教育の授業に導入する例が近年行われてきている。押木（2012）３）は勤務先の高
校1年生を対象として、小説42タイトル・新書21タイトルの点検読書を授業内で行なった。その際に「標
題紙、まえがきの有無、目次の有無、本文、あとがきの有無、参考文献の有無、索引の有無、奥付、著
者紹介、その他」の10項目で点検をするようにしている。また、鹿児島県総合教育センター（2019）４）

では点検読書ワークシートをWeb上で公開しており、授業内で利用できるようになっている。さらに、
石川県立図書館（2023）５）においては、埼玉県司書の木下通子による点検読書ワークショップを開催し、
未読の新書を点検する活動を行なっている。
　こうした動きを通して、点検読書を行うことによって学生がまだ触れたことのない本に出会わせるこ
とができるとともに、手元の本が熟読するに値するかどうかを短時間で見極める方法に慣れ親しむこと
によって、学生の「選書の力」を伸長させ、その結果として読書活動を促進させることが期待できる。

１. ３．研究目的
　そこで、本研究の目的は下記のとおりである。

　①　短期大学において点検読書を導入した授
　　業を開発し、実施する
　②　受講する学生にアンケート調査を行うこ
　　とによって点検読書の効果を分析し、今後
　　の教育活動に資する知見を得る

２．研究方法

　本研究では、筆者が担当する教養Ⅰ（国語）
の授業において点検読書を導入した授業を開発
し、実施する。その際には新潟県立三条高等学
校の押木和子教諭の協力によって提供された点
検読書の授業ワークシート（資料1参照）を参
考にする。
　その授業時に、受講する学生を対象としたア
ンケート調査を実施する。Googleフォームを用
い、授業終了時に回答させる。質問項目は点検
読書を実際に行った段階でのものと普段の読書
生活のものとの2種類を用意した（資料2）。
　このうち、「2．普段の読書生活について」の

資料1　押木教諭の点検読書ワークシート
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質問項目の回答状況を用いて、学生の読書の実態について分析する。また、「1．今日の「小説の点検読
書」について」の質問項目（1）の①～④と「2．普段の読書生活について」の質問項目（1）の③～⑥
はそれぞれ対応関係にある項目とした。これらの項目について1要因参加者内分散分析を行なって点検
読書の授業効果を分析する。また、1の質問項目（2）の本実践授業への感想についての自由回答の内容
を計量テキスト分析の手法で分析する。
　なお、本研究ではアンケート調査を行うが、アンケートの目的が研究であることを伝えて回答者に不
利益にならないようにするなどの倫理的配慮を行う。

３．実践の概要

３. １．対象・実施時期

　実践の対象はNS短期大学幼児教育学科1年生102名である。対象の授業は筆者が担当する教養Ⅰ（国語）
である。なお、この授業は受講生102名を前半・後半の2グループに分け、それぞれ45分程度の授業を年
間にわたって30回行なっている。本実践はその第25回にあたり、実施時期は2023年12月である。

資料2　本研究でのアンケート項目
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３. ２．学生の読書の実態

　本授業実践を行った後、資料2のアンケート調査を行った。このうち、「2. 普段の読書生活について」
の回答を分析して、学生の読書の実態について考察する。回答数は102名中95名である。有効回答率は

93.14％であった。
　質問項目（2）の最近1年間の読書冊数を集
計した結果、0冊が11名（11.6％）、1年に1 〜 5
冊が71名（74.7％）、1年に5 〜 10冊程度が10名

（10.5％）、1年に10冊以上が3名（3.2％）となっ
た（図1参照）。
　これを見ると、やはり学生の読書冊数は少な
いと言わざるを得ない。1年に1 〜 5冊とは、多
く見積もっても2ヶ月に1冊読むかどうか、と
いう状態である。それが学生全体の7割を占め
ている。さらに0冊、すなわち本を全く読まな
いという学生が11名いる。2つを合わせて82名

（86.3％）が読書冊数において課題を抱えていると言える。
　その原因として考えられることが「本の読み方を知らない」ということである。アンケートの「2．
普段の読書生活について」の1）の質問項目における「① 本を読むことは好きだ」と「② 本を読むこ
とは得意だ」の2項目の回答結果を集計したところ、①については平均点＝3.5263、S.D.=1.2883であり、
②については平均点＝3.0211、S.D.＝1.2647であった（図2参照）。「② 本を読むことは得意だ」の方が平
均点が低いため、読書を好きだと思う反面、その読書を主体的・意識的に行なっているかどうかについ
ては疑問が残る結果となった。
　そこで、このことをさらに確認するために、回答結果について1要因参加者内の分散分析を行なった。
分析にはjs－STAR XR+ release1.9.6j６）を用いた。その結果、2つの差は1％水準で統計的に有意であった

（F（1,94）=44.06、p<.01）。よって、②の
平均点が下がっていることが統計的に有
意であるため、学生は読書自体は好きで
あるものの、その読書を主体的・意識的
に行うための方法を自分なりに習得して
いるとは言い難いことが示唆される。
　このことからも、本の読み方の第2レ
ベルである点検読書を学生に紹介して実
践させることは、学生の読書に関する意
識を向上させ、そのことにより学生の読
書活動が促進されることが期待できる。

３. ３．授業計画

　本研究の対象となる授業では2023年7月に新書を対象とした点検読書を導入した授業を実践している。
今回分析する実践授業は点検読書としては2回目であり、2023年12月に実施したものである。対象は小
説とし、45分間で行った。

図1　NS短大1年生の年間読書冊数

図２　質問項目2－①と2－②の平均点
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　また、本授業実践のために勤務校の図書課に依頼し、点検読書に使用する小説71冊を選定していただ
いた（資料3参照）。条件としては、①短大生が興味を持てそうなもの、②いわゆる名作、③大家と言わ
れる小説家の作品、④話題となった新しいもの、など多様なラインアップとなるようにした。できるだ
け学生が読んでいない小説であり、かつ興味を持って読めるものを選んでいただいた。

３. ４．授業実践

　授業の流れは以下の通りである（表1参照）。授業では、出席確認の後に点検読書の説明をし、本の基
本情報を確認する際にどこを見るべきかを教えた。
　次に、用意した小説72冊を机上に並べ、学生には表紙だけを見て読みたいと思う本の候補を考えさせ
た。合図とともに学生に読みたい本を手に取らせ、15分間で読みながら、用意した「小説の点検読書ワー
クシート」（資料4参照）を埋めていくよう指示した。

資料3　点検読書用小説リスト
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　15分後、周囲の学生と3 〜 4人でグ
ループを組ませ、各自が点検した小説
について1人あたり5分間程度で紹介さ
せ合った。
　最後に授業のふりかえりを書かせる
とともに、アンケート調査に協力を依
頼した。

４．結果と考察

　資料2のアンケート調査のうち、「1．
今日の「小説の点検読書」について」
の質問項目1）の①〜④と「2．普段の
読書生活について」の質問項目1の③
〜⑥とはそれぞれ対応している項目で
ある。そこで、これらの質問項目にお
いて「2．普段の読書生活について」
の回答結果を「授業前」とし、「1．今
日の「小説の点検読書」について」の
回答結果を「授業後」として、授業前

と授業後の変化について1要因参加者内の分散分析を行った。分析にはjs－STAR XR+ release1.9.6jを用
いた。表2はその平均点、S.D.、分散分析の結果を一覧にしたものである。

資料4　小説の点検読書のワークシート

表2　アンケート項目の平均点、S.D.、分散分析の結果

表1　点検読書の授業の流れ（45分間）
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表3　小説の点検読書に関する自由解答の頻出語一覧（3回以上）

　この結果、①〜④の全ての項目において、平均点は授業後の方が上昇した。分散分析の結果、これら
の上昇はどの項目においても1％水準で統計的に有意であった。このことから、本研究における点検読
書を導入した授業実践は学生の読書に対する態度を向上させたことが示唆される。
　ただ、本研究で実施したアンケート調査は厳密に授業前と授業後の回答を比較したものではないこと
を考慮する必要がある。また、点検読書を経験した後で点検読書そのものについての態度変化について
回答させた結果、質問項目の結果全てが向上するのはある意味で当然と言える。
　そこで、アンケート調査の「1. 今日の「小説の点検読書」について」の質問項目2の「今日の「小説
の点検読書」の授業についての感想を自由に書いてください」に回答された91件の自由回答について計
量テキスト分析の手法で分析することとした。分析にはKH-Coder７）を用いた。この自由回答の頻出語
一覧（3回以上）を表3に示す。

　この頻出語のうちの「選ぶ」という語に注目し、どのような文脈で出現しているのかを探るために
KWICコンコーダンスを出力させた（表4参照）。「選ぶ」の出現回数は31回で、比較的多いと言える。
　この内容を見ると、「普段選ばないような本を選んでみました」「自分が選んだ本も内容は難しかった
もののあまり読まないジャンルで面白そうだったので」「表紙だけで選んだけどとても面白い本だった」

「選んだ本の決め手となったのは表紙だった」「聞いたことがあったので選びました」「SNSと関連した
本を選んでいる人がいて、面白いなと感じた」「本のタイトルだけで選んで」など、点検読書で読む本
を選ぶ際に学生は自己の行動を意識的にコントロールしている様子が伺える。
　また、「友達が選んでいた本が気になったので読んでみたいと思った」「友達が選んだ本で、一番気に
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なったのは」「カエル男」という表紙が気になり読んでみたいと思ったが、他の人が先に選んで読めなかっ
たので授業外で読みたいと思う」など、友人が選んだ本に対する関心が高まっている様子が伺えるもの
があった。点検読書後にグループで選んだ本を紹介し合った効果が現れていると考えられる。
　さらに、「残り物から選んだけど、読み進めていけば面白い本だと思った」「自分がいちから見つける
よりも、人からおすすめされたものやある程度絞られているところから選ぶほうが本を読んでみようと
思いやすいと感じた」「用意された本を選んだだけだが、選んだ本の決め手となったのは表紙だった」「表
紙だけ見て本を選ぶのも意外な面白さがあって楽しかった」など、本実践授業における本の準備と提供
の方法が学生の読書意欲を高めたことが伺える。
　これらのことから、本実践によって学生の選書能力を高め、友人同士での本に対する関心を高め、個々
の読書意欲を促す効果があることが示唆された。

５．結論と今後の課題

　本研究では小説の点検読書を導入した授業を開発して、実践することができた。また、アンケート結
果の分析から、授業者が用意した本から学生に選ばせ、15分間で本の概要を点検しながら読み進めさせ、
その本の内容について学生同士で紹介し合うという授業方法は学生の選書能力を高め、読書意欲を促す
効果があることが示唆された。
　ただ、今回の研究では授業実施前のアンケート調査を行うことができず、授業後の回答との十分な比
較ができなかった。また、本実践授業の前に新書を対象とした点検読書の授業を行なっており、その授
業効果との影響や関連を分析することができなかった。今後の課題である。

表4　「選ぶ」を中心としたKWICコンコーダンス
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